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市販刺身の病原菌汚染調査  

小岩井健司  内村真佐子  三瓶 憲一   

SurveyofEnteropathogenicBacteriafromSashimi   

KenjiKOIWAI，MasakoUCHIMURAandKenichSANBE  

3．薬剤感受性試験   

Chlorampenicol（CP），Tetracycllne（TC），Kanamy－  

Cln（KM），PolimyxlnB（PB），Erythromycin（EM），  

AmplCi11in（ABPC），NalidlXIC aCid（NA），Cephalo  

rldln（（CER）およびSulflSOXaZOlum（SX）の9薬剤に対  

する感受性を，3濃度ディスク（栄研化学）法で測定した。  

11t 成滝  

1．市販刺身からの病原菌の検出状況   

市販刺身90検体からの病原菌の検出状況を表1に示し  

た。V・Cカ0／βrβgnOn O］をはじめ8由種が38検体（42．  

2魂）から分離された。薗別の検出状況をみると，月．  

CαむZβeは7品目20検体（22．2窃）から分離され，次いで  

月．カブdro♪机／β15検体（16．7感），∫．β〟γどれ511検体（12．  

2感），丸∫∂∂rオα6検体（6．7偏）の帽で，V．♪〟γβカ♂gmO－  

／再Zぐ〟∫は3検体（3．3感）と低率であった。l′2一占γZO  

属の検出は6月－8月の夏期か主であったが，月βrO椚0＿  

乃β5属は5月～12月にわたり分離された。しかし，厳冬期  

の1月と2月は分離されなかった。  

1検休から複数の病原菌が検出されたのは用例で，レ7．cれ  

／βrββnOnOl，レ・♪αγαゐαβmOル′z’cα∫お鑑駒．∫0∂γZ〆アオ  

ヤギ）あるいはV・ガ〟むZα／z5と月．cαひZαg（貝柱と赤員）等の  

レ～’ゎ壷属とん汀…＝用“届との組み合せ6例の他に，月．カグー  

かり血流と月・…別海gが司囁こ検出された8例が目立った。   

病原菌検出状況を食品別にみると，赤目7／9（77．8  

窃），アオヤギ8／12（66．7感）の貝類とタコ4／7  

（57・1砿），イカ5／9（55．6窃）の汚染が高率であった。   

なお・Ples10mOnaS∫hige〃oldes，Enterotoxige－  

nlC丘＼co／z＼Cβ椚♪ツ／0∂αCJgr等は全く検出されなかった。   

市販刺身の一般生菌数と大腸菌群数を表2に示した。  

「一般生菌数は1g当り104～106偶のものか73検体（81．  

1確）を占め，大腸菌群数は1g当り102個未満のもの  

が59検体（弧6感）であった。大腸両群数が川4個／g  

以上の3検体はいずれも貝類であった。   

2．分離南棟の生物学的性状   

表3に分離したV沌〃■∂属と月gγ∂椚0”β5属の生物学的  

Ⅰ はじめに  

最近，月gγ∂∽0乃α∫，P／g∫Z’β弼0”β5等の水隼菌が，腸炎の   

原因菌として注目されている三）これらの菌は，本来淡7K  

性といわれているが，沿岸海7火中からも分離されることが  

′一明らかに別つつあるヂしかし，海産魚介類の病原菌汚染  

の調査は，その生態からVz∂γZO C加／gγαg，Vz占rzo♪βrβ－  

カ〃e椚0ルJzc㍑閻）い∂γZO属のみを対象としてなされること  

が多く，月gγ0∽0乃β∫等の汚染状況はそれ程知られていない。  

今回我々は，市販の刺身を対象に，V〃けわ一勅㍑厄止h  

舶γ0椚0”d5贋等，日研肪7年3月に食中毒菌に指定1）された菌  

を含めて，下痢・食中毒菌の汚染調査を行ったので報告する。  

n 材料および方法  

1．材料およひ検杏対象   

淵査ほ1982年5月から1983年2ノ」まで9回，貝類．魚  

類等90検体について行った。調査対象菌はぃz∂rzo  

′1′∴・∴・，∴．lr十・∴・．〔．ご・．ごノ∴∴－り．・．小∴．、ごい∴仁十・∴1”ご∴・〉∴し1∴∴ヾ．  

l■ごト∴1・′∴一ご∵．∴●∴、．ノ’∴■、∴・”∴、…＝ノ：ニゞ∴∴・．∴、J∴lt、り”∴・－  

・∴∴、パ・∴り．「ノ∴▲∴∴い・．川．・しり∴∴＝t▲いJ‘∴．▲1tlハー”り，∴J＝1（ご！J（ごt，  

∫Jαタカッ／βC∂CC〟∫；α〟γe〟∫，βαC∠／／〟∫cβγ♂〟∫，Cβ椚♪プわー  

占αCJgγノgノ〟乃ま，Cα∽恒／0∂αCJgγCO／g■，∫α／椚0〃e／／α属およ  

びEnterotoxigenic g∫Cわgrzcカ‡■αCO／z一とし，一般生菌  

数と大腸菌群数の測定も併せて行った。   

2．病原菌の分離および同定   

病原菌の検索は，検体の約10cmxlOcmの範囲を綿棒で  

ふき取り，SS寒天，DHL寒天，ビブリオ寒天，TC－  

BS寒天，MSEY寒天，NGKG寒天およびSkirrow寒  

天の各平板に底接塗抹培養した。一般生繭数と大腸菌群数  

は，検体10gを常法通り処理して測定し，残りの乳剤は，  

アルカリペプトン水とセレナイト培地で増繭培養を行った。  

分離菌採の生物学的性状検査および同定は常法3）に従っ  

て実施した。  
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表1，市販刺身からの病原菌検出状況  
レ）  

供  
く3  、  

－【  q）   ・ミミ   
検 体 名   試   25  Ⅷ  Q  Q  

．    ヽ〉 ∵†  ゝ、  L. 

亡つ  
；ヨ  くつ  

Q  ・上さ  ヽ〉  ：ミ  し  
数  出 e初  モこ  

Q  こ  Q  Q   L. L  

．L  レ〉  3  
し  

ゝ  ゝ呈   ゝ   可  q  し）  て  て  （つ  Q⊃   

マ  グ  ロ  23  8 （34，8）   
3   3   

イ  カ   9  5（55．6）  
2   3  

タ  コ   7  4（57．1）  
3  

ノ＼ マ  テ   7  1（14．3）  

カ  ツ  オ   0 （ 0）  

アジのたたき   3  0 （ 0）  2  

ア オ ヤ ギ  12  8 （66．7）  2  3   2   6  

赤  貝   9  7 （77．㊥  4   7   2  

貝  柱   6  2 （33．3）  

ト リ  員   4  1（25．0）  

カ  キ  3  

ウ  ロ  

その他  3   

合 計 ㈲  90  38（42．2）  1（1．1）  3（3．3）  5（5．6）  15（16．7）  6（6．7）  20（22．2）  11（12．2）  2（2．2）   

表2．市販刺身の一般生面数と大腸菌群数  

項目   菌数  く102 102 103 104 105 106 107≦  
9   15  39   19  8  

59  ユ8  10  2  1   

性状を示す。月gromo〃α∫属の同定は，ブドウ糖からのガ  

ス非産生，VP反応陰惟およびグルコン酸酸化反応陰性  

の株のみをA．cβ〃ヱαgとした、〕   

分離したV．c力0／gγβgn〔〕1101について，テンカ生研製  

のコレラ菌一大陽繭エンテロトキシン桧山用キット（逆  

受身ラテックス凝集反応）を用いて，コレラ毒素産肘′‡二  

の試験を行ったか，陰性であった。また，V．♪αγα力αg刑0－  

け如肌朝神奈川現象もすべて陰件であったtr   

3．薬剤感受性   

薬剤感受性試験ほA．カブdro♪わ才一／α5株，月．∫0∂r－β5株，  

A．い封＝・βgノ5株とり沌r‡0属9株について行った。   

月gro椚0乃β∫属では3薗梓ともTC，CNl，Kh′′Ⅰ，Nノ＼，PB  

に強い感受性を示したが，肌Ⅰにはやや耐件，SXには耐  

性であった。AFiPCに対しては，3歯椎に紺性株と感受性  

株がみられたが，CI工RではA．∫0∂γヱαとA．ぐd＝告＝プβが強い  

感受性，A．カッか0♪力z／♂はやや耐性のパターンであった。   

V2∂rJO属ほ9株いずれもTC，CI＼′1，K八′′1，NA，P上う，  

罠uに強い感受性，CERに比較的感受性であった。  

A王jPC，SXに対しては，V．cholerae non「1，V．pa一  

相加御用ルれ肌卵甜生レメ領偏れは感受性であった。  

Ⅳ 考察  

今回の調査で注「1されることは，市販刺身の月針用梢用－  

”郎属による汚染である。月βγ∂椚0γ7β5属は供試90検体中30  

検体（33．3喀）から検出され，レ．♪αγβゐαg∽0／γ′zc〟∫3  

検体（3．3窃）をはじめとする病原ビブリオの汚染と比  

較し，非常に高率であった。   

ド痢症患者からの月gγOmO乃耶属の分離率は，V．♪αγβ－  

如淵肌亘け一。〟∫とほぼ同等であると言われており1）また，  

月．カグdroク／けJαやA．∫0∂γZαの病偵性についても疑いな  

いという報告9がなされている。しかし，現在までのと  

一ヽ   
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表3．分離菌株の生物学的性状  
レ．   

／よの調査を行ったが検出できなかった。また，貝類による  

C川付加抽価値絹御■牌7ぬあることから，C〃和一  

♪γJo∂βC／grについても分離を試みたが，分離例はなかった。   

市販刺身の一般生菌数と大腸菌群数の測定を行ったが  

病原菌汚染との関係はみられなかった。  

Ⅴ まとめ  

1982年5月から1983年2月まで，市販刺身90検体につ  

いて，下痢・食中毒病原菌の汚染調査を行った。その結  

果，レ．cん0／grβg non Olをはじめ8薗種が鴬検体（42．2  

喀）から分離された。病原菌の検出状況は，Aβγ0用0乃α∫  

属が30検体（33．3錫）と非常に検出率が高かった。一方，  

病原ビブリオの汚染はいずれも低率であった。   

Enterotoxigenic E．collやCambylobacterの分離  

も試みたが，検出例はなかった。  
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供 試 株 数  13515620   

オ キ シ ダ ー  ゼ  ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋   

イ  ン  ド  ー   ル  ＋ ＋ d ＋ ＋ 十   

Voges‾Proskauer ＋”止－一  

リジンデカルポキシラーゼ＋十一‾‾－   

アルギニンジヒドロラーゼ  ‾ ‾ ＋ 十 十 十   

オルニチンデカルポキシラーゼ  十 ＋ 一 － － －   

ブドウ糖からのガス産生 － －  d d －1   

炭水化物からの酸産生   

乳  糖 州－ － d d d   

白  糖  ＋ ‾ ＋ ＋ ＋ ＋   

マ ンニ ット  ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋   

イ ノ シ ット  ‾ ■ － ‾ － －   

サリ シ ン  ー ー  d d 一 十   

エ スクリ ン加水分解  ● ●・十 n ＋   

グ ル コ ン 酸 酸 化 ・・・＋ d －   

運  動  性  十 ＋ ＋ ＋ 十 十   

無塩ペプト ン 水発育  十 － 一 十 十 ＋   

6錫NaCl加 ′′  一 十 ＋ － － －   

8喀NaCl加 ′′  － ＋ d － － －   

10喀Nacl加 ′′  

d：不定  
（＋）：遅れて陽性  

ころ，A〝即机明飢属による下痢症と魚介類との関係は，  

′■・V・♪〃γβ如β肌0坤c“∫と魚介頬との関係はど明らかでは  

ない。今回の調査でも，刺身中の月gr∂沼口乃♂∫属の菌量は，  

分離平板の状況から推察してそれ程多くないものと思われ，  

また，分離した月gγ0∽0〃β∫3菌種15株の乳飲みマウス胃内  

授与式験でも陽性の株が得られなかったため，刺身の月♂一  

ro∽0乃β∫属による汚染がどの程度食中毒一下痢症と結びつ  

くかははっきりしなかった。今後，Agro椚0乃α∫属の魚介類  

中での増殖態度や発症菌量，さらには魚介類から分離され  

た株の病原性について詳細に検討していく必要があろう。  

我々は昨年，散発下痢症患者の病原菌調査を行い，1  

病院の近辺に在住している人が，ほぼ同時期に血清型，  

毒素型および薬剤耐性型共に同L／EnterotoxigenicEI  

c。Hに感染したと思われる事例を報告6）した。今臥その  

共通摂取物質として刺身を疑い，EnterotoxigenicE．co－  

－49一   




